
　

/

　
□

口
繪
『
圍
爐
裡

ば
た
』
は
信
州
山
中
の
作
に
て

　

ワ
ツ
ト
マ
ン

四
ッ
切
に
御
座
候
　

　
　
　

　
□

次
號
の
原
色
版
は
、
ブ

レ
パ
ゾ

ン
氏
の
風
景

　
畫

及
び
大
下
氏
の

「
國
府
津

の
朝
」
、他
に
石
叛

　
　
一
葉
を
登
載

致
可
候
　
　
　
　

　

　
　

、

　
□

五
週
年
紀
念
號
の
計
畫

に
は
御
賛
同
の
聲
少

　
な
か
ら
ず
、
よ
つ
て
實
行
致
す
事
に
决
し
申
候
、

　

就
て
に

御
希
望
の
方
は

早
速

御
申
出
あ
り

た

　

く
、
ス
ケ
ッ
チ
及

ひ
ス
タ
デ
ー
共
、
か
ゝ
る

低

-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ/

　
き
價

に
て
は
他
日
再

ひ
諸
君
の
御
手
に
入

る
こ

　

と
あ
ら
ざ
る
べ
し
と
存
候

　
　

　

　

　

　

　

　
□

本
會
同
人
河
合
新
藏
氏
の
た
め
に
、
氏
の
友

　
人
等
は
今
回
無
涯
畫
會
を
催
し
候
、
巻
尾
廣
告

　

御

一
覽
の
上
御
賛
助
を
仰
き
度
候

　
□

『み
づ

ゑ
』
特
價
販
賣
續

々
御
申
込
あ
り

て
、

　

多
數

の
缺
本
を
生
じ
候
、
從

つ
て
價
格
に
相
遠
、

　
を
生
し
候
に
付

、
今
後

の
御
註
文
は
本
號
廣
告

　

の
價

よ
ら
れ
た

く
候

　
□
讀
者

よ
り
直
接
質
問
を
よ
せ
ら
れ
一候
分
、
是

　

迄

一
々
御
答

へ
申
上
置
候

へ
と
も
、
都
合
上
今

後

に
本
誌
『
問
に
答
ふ
』

の
ほ
か
、
タ
ト
ヘ
返

信
料
附
に
て
も

一
切
直
接

に
御
答
致
さ
ぬ

こ
と

に
相
成
候
に
付
、
御
承
知
置
下
さ
れ
た
く
候
。

但
、
會
友
諸
君
は
此
限
り
に
無
之
候

へ
ど
も
、

可
相
成
問
答
欄

に
て
願
上
候
　
　
　
　

□『讃
者
の
領
分
』
御
投
稿
は
、
出
來
ゐ
だ
け
簡

単
に
願
上
候
、
長
文
は
削
除
叉
は
没
書
可
致
候

　
　

　

近
　
事
　
　
　

　

　

△
日
本
水
彩
畫
會
研
究
所

一
月
例
會
に
、
新
年

　
會
を
兼
ね
、

二
十
三
日

午
前
よ
り
開
會
配
正
午

前
繪
畫

の
陳
列
を
終
り
、
午
後

よ
り
會
員
の
餘

　
興
十
數
番

あ
り
、
各
自
充
分
に
歓

を
盤
じ
夜
に

　
入

つ
て
散
會
し
た
り
、
詳
細
ば
次
號
に

　

△
太
平
洋
畫
會

新
年
會
ぼ
、

一
月
十
五
日
下
谷

區
谷
中
眞
島
町
な
る
同
會
研
究
所
に
於
て
催
さ

　
れ
た
り
、
本
年
は
研
究
所
創
立
五

週
年
に
相
當

す
る
を
以
て
、
關
係
者
及
各
新
聞
記

者
を
招
待

　
し
、
盛
な

る
餘
興
あ
り
、
夜
十
二
時
散
會
し
た

　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
、　
　
　
　
　

・

　
△
日
本
水
彩
畫
會

研
究
所
横
濱
支
部
に
て
は
、

九
日
横

濱
に
於

て
新
年
會
な
催

ふ
し
、
來
賓
及

,

　
會
具
合
せ
て
二
十

五
名
、
福

引
及
び
種

々
の
餘

　
興
あ
り
て
午
後
九
時
頃
散
會
し
た
り
、
猶
同

支

　
部

の
田
中
太
郎
吉
氏
は
成
績
殊
に
よ
く
、
今
回

　
特
待
生
の
待
過
を
興

へ
ら
れ
た
り

　

△
日
本
水
彩
畫
會
研
究
所
の
會
員
た
り
し

、
藤

　
田
紫
舟
深
川
勇
雄
氏
等
主
唱
と
な
り
、
日
本
水

　
彩
畫
會
關
西
支
部
を
設
く
べ
く
專
ら
盡
力

中
な

　
り
、
趣
意
書
は
左
の
如
し

　
　
　
　
　
日
本
水
彩
畫
會
關
西
支
部

　
　
　

創
立
廣
告

　
　
斯
道
の
老
大
家
淺
井
先
生
逝
き
く
以
來
、
關

　
　
西
の
水
彩
畫

界
振
は
ざ
る
も
の
久
し
、
生
等

　
　
竝

に
决
す
る
處
あ
り
、
東
京
本
部

の
讃
諾
を

　
　
徑

、
敢
て
同
好
の
諸
兄
姉

に
謀

つ
て
當
支
部

　
　
を
創
始
し
、
以
て
尚
き
趣
味
と
樂
し
き
技
術

　
　

の
向
上
に
資

せ
ん
と
す
、
専
門
家

と
否
と
を

　
　

間
は
ず
、

パ
レ
ツ
ト
に
親
し
む

の
人
に

し
て

　
　

眞
面
目
に

水
彩
畫

を

研
究

せ
ん

と
す
る

諸

　
　
君
、
願
く
ば
生
等
の
學
を
賛
し
、
筆
を
提
げ

　

て
來
り
會

せ
ず
や
。
發

起

人

　
　
追
て
當
分
事
務
所
を
左

の
處
に
置
く
有
志
の

　
　
諸
君
は
郵
券

二
銭
封
入
當
事
務
所
宛
申
込
ま

"
　

れ
た
し
。
　
　

　

　

　
　

　
　

　

　
　
　
近
江
國
膳
所
町
字
錦
木

ノ
下
藤
田
紫
舟
宅

　
　
　
　


